
・受験勉強を始める前に 

 まだ高１、２生の皆さんがいざ受験生になったとき困らないために、当たり前のことを当たり前にできるようになって

いてください。当たり前のことができなくて自分の人生が変わることにもなりかねませんので。 

 朝寝坊は今直す 

 朝起きるのが苦手で学校によく遅刻する人はまず生活習慣を正してください。受験生になるとどうしても不規則な生

活になりがちです。そうならないことが一番なのですが、睡眠時間が多少減ってしまいます。そんな時でもちゃんと

起きられる習慣をつけておかなくてはなりません。今から睡眠時間を減らす必要は全くないので夜更かしせずにしっ

かり寝て、朝時間通りに起きられる習慣を身につけてください。習慣を変えるにはそれなりに時間が必要です。今の

うちに直しましょう。受験当日に朝寝坊して志望校を受けられなかったなんてことになったら努力が水の泡です。 

 提出物の期限は守る 

 願書の提出期限は大学によってまちまちですし、学校側が提出期限を何度も言って注意を促してくれるなんてこと

もありません。全部自分で調べて自分で期限までに提出しなければならないのです。提出期限に１秒でも遅れたら受

け取ってもらえません。その学校は受験できないということです。合格してからも、期限までに学費等を振り込まな

ければ合格は取り消されます。いちいち確認の電話が大学から来ることはありません。要するに、すべてが自己責任

です。保護者がやってくれるなんて甘えは通用しません。もう子供ではないのですから保護者に頼らず自分の責任

でやらなくてはいけません。学校の提出物さえ期限通りに出せないでその時だけどうにかなるなんて思っているなら

それは間違いです。今から期限をきちんと守る癖をつけておきましょう。 

 授業はちゃんと聞きましょう 

 授業中寝ている人いますけどそれすごくもったいないです。「寝るつもりないけど気づくと寝ている。」と言うのをよ

く聞きますが、授業中に寝る癖をつけているからそういうことになるのです。授業をきちんと聞いて早い時期に基礎

を身につけておけば受験生になって困ることはありません。文系に進むつもりだから数学や理科は必要ないから、理

系に進むつもりだから国語や社会は必要ないから、とないがしろにしないでください。この先何が必要になるか分か

りません。突然必要になってその時慌てても後の祭りです。詳しくは高３生向けの『全ての勉強に無駄はありません』

の項目に書いてあるので読んでください。高校の授業で習うことは常識だと思ってください。数学でも理科でも国語

でも社会でも、家庭科や保健でも授業を大事にしてください。今しか得られない貴重な知識です。時間を無駄にしな

いでください。 

 


